
「玉野市道路及び普通河川等管理条例」の一部を改正する条例 

 

令和７年７月１日から県内統一で施行予定の放置艇対策の一環として、普通河川等に

船舶の放置等を禁止する条例を改正しました。 

 

条例改正の概要 

（１） 普通河川等の公共用地において、船舶等（当該船舶の係留の用に供する工作物

を含む。以下同じ。）を投棄又は放置する行為を規制します。 

（２） （１）に違反した者に船舶等を撤去等するよう命令を行うことができることと

します。 

（３） （２）の命令をしようとする場合において、船舶等の所有者等が不明であると

きは、あらかじめ必要な事項を公告した上で、当該船舶等を移動することができ

ることとします。 

（４） （３）により船舶等を移動させたときは、当該船舶等を保管し、当該船舶等の

所有者等に対し、当該船舶等を返還するために必要な事項を公告しなければなら

ないこととします。 

（５） （４）により保管した船舶等が滅失又は破損するおそれがあるときは、当該船

舶等を売却し、売却代金を保管することができることとします。 

（６） （５）による売却代金は、売却費用に充てることができることとします。 

（７） 船舶等の移動、保管、公告その他の措置に要した費用は、所有者等の負担とし

ます。 

（８） （４）の公告の日から起算して６月を経過しても当該船舶等を返還することが

できないときは、当該船舶等の所有権は市に帰属することとします。 

（９） 禁止行為、不許可行為、詐欺行為、検査拒否行為、検査妨害行為を行った者は、

20 万円以下の罰金に処することとします。 

（10） その他規定の整備を行います。 


